
　「第57回金婚夫婦表彰式」（熊本日日新聞社巡回表彰）が９月４日
に行われ、今年めでたく金婚を迎えた46組の夫婦が表彰されました。
　式は、髙

たか
見
み

春
はる

代
よ

さん（引水）のお祝いの歌で幕を開け、家
いえいり

入町長が
「今日の大津町があるのはみなさんのおかげです。地域振興と住み
よい街づくりに取り組んでまいりますが、みなさんの見識を町政に
生かしてください。」とあいさつしました。代表して山

やまぐま
隈毅

こわし
さん・

明
あけ

美
み

さん夫婦（岩坂）に、同社の表彰状と記念品が贈られました。
　また、町からも代表の永

なが
田
た

照
てらし

さん・トシエさん夫婦（矢護川）に記
念品が贈られました。
　最後に、表彰者を代表して阪

さか
田
た

範
のりゆき

之さん（外牧）がお礼を述べられ
ました。
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金婚おめでとうございます

46通りの50年がある―金婚夫婦46組

助け合って　共に歩んだ50年

吉よ
し

田だ　
達た

つ
あ
き明
千ち

き

よ

喜
代

中な
か
む
ら村　
和か

ず

人と

明あ
き

子こ

山や
ま
ぐ
ま隈　
毅こ

わ
し

明あ
け

美み

石い
し
ま
る丸　
寛か

ん

二じ

良り
ょ
う

子こ

田た

ろ呂
丸ま

る

桂け
い

起き

明め
い

子こ

村む
ら
か
み上　
師し

水み
ず

ス
ヨ
子こ

吉よ
し
お
か岡　

顯あ
き

雄お

敏と
し

子こ

大お
お
つ
か塚　

秋あ
き

雄お

暉て
る

子こ

荒あ
ら

木き　
等ひ

と
し

惠え

み

こ

美
子

下し
も
か
わ川

建け
ん

次じ

郎ろ
う

千ち

よ

こ

代
子

岩い
わ
む
ら村　
勝か

つ
と
し年
チ
ヅ
ル

古ふ
る

庄し
ょ
う　

定さ
だ

男お

チ
ズ
子こ

坂さ
か
も
と本　

文ふ
み

雄お

ハ
ツ
コ

池い
け
う
え上　

正た
だ
し

京き
ょ
う

子こ

田た

川が
わ　

森も
り

哉や

九く

に

こ

二
子

大お
お

津つ　
實み

の
る

テ
ル
ヨ

古こ

が閑　
哲て

つ

也や

悦え
つ

子こ

宮み
や
も
と本　

宗む
ね
た
け武

美み

つ

よ

津
代

古ふ
る

庄し
ょ
う　

男お

サ
ダ
子こ

足あ

立だ
ち　

治は
る

男お

静し
ず

代よ

今い
ま
む
ら村　

和か
ず

人と

花は
な

子こ

木き

原は
ら　

久ひ
さ

喜き

景け
い

子こ

田た
の
う
え上　

亘の
ぶ
ひ
ろ宏

敏と
し

枝え

第57回金婚夫婦表彰式
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本田技研工業（株）ラインオフ式典

　真木地区の農家と協定を結んだ熊本市内の企業が参
加して、８月13日に地下水を育む水田オーナー制度事
業の除草作業を実施しました（（公財）くまもと地下水財
団主催）。稲と一緒に雑草もスクスク成長中。地元農家
の指導を受けるも稲と雑草の見分け方に苦労し、時折
雨が降る中の作業ではありましたが、汗だくの除草作
業でした。10月には稲刈体験も実施する予定です。

日本生産回帰の第１弾

大津署の警察官が水難救助

　大津町大字吹田の上井手川で、８月16日に「女性が
川に転落し流されている。」との通報を受け、現場急行
した大津警察署地域課の警察官が川に飛び込み、水難
者を救急隊員とともに救助しました。

水難者を上井手川から岸にひきあげている救急隊員と警察官

新しい物流の拠点が誕生！

　一宮運輸株式会社（本社：愛媛県新居浜市）の熊本物
流センターの竣工式が９月16日、杉水の同センターで
あり、関係者約60人が出席し完成を祝いました。
　同センターは、本町に平成９年進出。県内にあっ
たほかの２施設を集約し、業務を拡大するため、約
１万５千平方メートルとなった敷地に新センターを増
設しました。九州の拠点施設として期待されます。

一宮運輸㈱熊本物流センターが竣工

　本田技研工業(株)は９月11日に熊本製作所で新型原付スクー
ター「ジョルノ」の日本生産を開始し、ラインオフ式典を開催しま
した。これは、今まで中国で生産していたジョルノを熊本製作所
へ移管したものです。これを皮切りに日本で販売をしている原
付スクーターの「ダンク」「タクト」も順次移管する予定とのことで
す。同社２輪事業本部長　青

あおやま
山真

しん
二
じ

さんは「新型ジョルノは原付
スクーターの日本生産回帰につながるもの、より多くのお客様に
提供できるように努力を図ります。」と話しました。

水田オーナーと一緒に水田の除草作業

この緑が熊本の地下水を支えています

新型ジョルノを囲む熊本製作所の皆さん

水難者の救助 地下水かん養米を育てています！

広大な敷地には巨大な倉庫が建設されています
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